
平成12年度 国家公務員Ⅲ種試験 復元問題 解答

上野法律専門学校

《解答番号》

〔№ １〕 ２ 〔№ 11〕 ４ 〔№ 21〕 ２ 〔№ 31〕 ２ 〔№ 41〕 ４

〔№ ２〕 ４ 〔№ 12〕 ５ 〔№ 22〕 ５ 〔№ 32〕 ２ 〔№ 42〕 ２

〔№ ３〕 ４ 〔№ 13〕 ４ 〔№ 23〕 ３ 〔№ 33〕 ３ 〔№ 43〕 ２

〔№ ４〕 ５ 〔№ 14〕 ４ 〔№ 24〕 ２ 〔№ 34〕 ４ 〔№ 44〕 ２

〔№ ５〕 ２ 〔№ 15〕 ２ 〔№ 25〕 ３ 〔№ 35〕 ３ 〔№ 45〕 ５

〔№ ６〕 ３ 〔№ 16〕 ３ 〔№ 26〕 ４ 〔№ 36〕 ５

〔№ ７〕 １ 〔№ 17〕 ２ 〔№ 27〕 ４ 〔№ 37〕 １

〔№ ８〕 １ 〔№ 18〕 ３ 〔№ 28〕 ５ 〔№ 38〕 ３

〔№ ９〕 １ 〔№ 19〕 ４ 〔№ 29〕 ５ 〔№ 39〕 ５

〔№ 10〕 ５ 〔№ 20〕 １ 〔№ 30〕 １ 〔№ 40〕 ３

《解 説》

〔№ １〕 正答 ２

１．井伊直弼が勅許を得られないまま結んだのは日米修好通商条約である。

３．下関条約の内容は、

① 清国は朝鮮の独立を認め

② 遼東半島、台湾、澎湖諸島を日本にゆずり

③ 賠償金２億両(テール)を日本に支払い

④ あらたに沙市(さし)、重慶(じゅうけい)、蘇州(そしゅう)、杭州(こうしゅう)の４港をひらくこと

などであった。

４．日英通商航海条約の締結によっても関税自主権の完全な回復はなされなかった。1911年、小村寿太郎外相

のときに完全回復が達成された。

５．この講和条約では賠償金がまったくとれなかった。このことをきっかけに日比谷焼打ち事件がおこった。

－１－



〔№ ２〕 正答 ４

１．明治時代の記述。1880年代から上昇しはじめていた小作地料は、1890年代にも増加を続け、大地主が耕作

からはなれて寄生地主になる動きが進んだ。地主は小作料をもとにみずから企業をおこしたり、公債や株式

に投資したりして、しだいに資本主義との結びつきを深めていったが、第２次世界大戦後に行なわれた農地

改革で消滅した。

２．江戸時代の記述。幕府は当初この仲間を公式には認められなかったが、18Ｃ以降になると、商業、手工業

の支配や物価政策のため、運上金、冥加金を負担することを条件に商人や職人の仲間を公認し、営業の独占

を許可しはじめた。

３．鎌倉～南北朝時代の記述。為替は13Ｃ中頃から行なわれ、替銭とも言い、替銭屋が行なった。借上は、名

主、僧侶、凡下の中から現れた。

５．江戸時代の記述。18Ｃより広まり、19Ｃに発達した。絹織物業や綿織物業に著しく、農村では富裕な家が

織元となり、賃機(ちんはた)と呼ばれる形が普及した。

〔№ ３〕 正答 ４

記述ＡとＣは、「均田制」や「律令制」などという語から唐についての記述であることがわかる。記述Ｂの

大運河建設は隋の文帝から煬帝が引き継いだ事業である。記述Ｆの南海大遠征は明代の宦官鄭和の行なったも

のである。記述Ｇの「焚書・坑儒」は秦代の思想弾圧である。Ｄ、Ｅは漢代の記述で、前漢では当初帝室の力

が弱く、中央では郡県制、地方では封建制をしく郡国制が実施されていた。また、紀元前190 年頃から朝鮮に

建国されていた衛氏朝鮮を武帝は紀元前108年に滅ぼし楽浪など４郡をおいて直接統治した。

〔№ ４〕 正答 ５

ア 南北戦争は、1861年に起こった。

イ モンロー宣言は1823年の出来事であり、この宣言はその後長らく、アメリカ外交政策の基本方針となった。

ウ ニューヨーク株式市場での株価の大暴落は、1929年10月の出来事であり、これによって世界恐慌が引き起

こされ、アメリカでは民主党のフランクリン・ルーズヴェルトによる、エのニューディール政策により、難

局を切り抜けた。

オ 米西戦争は、1898年におこり、この戦争を機にキューバをスペインから独立させ、プエルトリコ、フィリ

ピン、グアム島を獲得しハワイを併合した。

〔№ ５〕 正答 ２

１．イタリア半島のつけ根、黒海、カスピ海、ピョンヤンは北緯50°よりも南に位置し、ウラル山脈の中央部

は北に位置する。他に北緯50°を通るのは、カザフスタンのカラガンダ、樺太中央部、カナダのウィニペグ

など。

３．紅海、スリランカ、バンコク、香港はいずれも北緯30°よりも南に位置する。他に北緯30°を通るのは、

ヒマラヤ山脈、長江、ニューオーリンズなど。

４．サハラ砂漠の北部、イスラマバードは北緯20°よりも北に位置し、シンガポールは南に位置する。他に北

緯20°を通るのは、インド中央部、ラオス、紅海中央部、メキシコのユカタン半島など。

５．サハラ砂漠の南部、アラビア半島の南端は北緯10°よりも北に位置し、ザイール、タンザニア、ニューギ

ニア島は南に位置する。他に北緯10°を通るのは、エチオピア、ナイジェリア、フィリピンのネグロス島、

コスタリカなど。

－２－



〔№ ６〕 正答 ３

１．アトランタは綿工業、アムステルダムは造船、石油化学が盛んである。

２．アメリカのシリコンバレーはエレクトロニクス産業が中心である。

４．デトロイトは自動車産業が盛んである。

５．ヒューストンは宇宙産業が集中している。

〔№ ７〕 正答 １

Ａは「印象－日の出」という作品から印象派の創始者モネであることがわかる。モネは光の表現を追求し、

一連のシリーズを作成し、時々刻々と移り行く一瞬の様態を描こうとした。Ｂは「黄色いキリスト」「タヒチ

の女」などの作品からゴーギャンであることがわかる。後期印象派の一人であったゴーギャンはタヒチへ移り

住み、異国情緒あふれる作品を残した。Ｃは「サント・ヴィクトワール山」などの作品あらセザンヌであるこ

とがわかる。セザンヌはゴーギャン、ゴッホとともに後期印象派と呼ばれるが、彼の作風は形態を重視するも

ので後のキュビスムに大きな影響を与えた。

〔№ ８〕 正答 １

３．重 厚－軽 薄 ４．潜 在－顕 在 ５．主観的－客観的

〔№ ９〕 正答 １

２．質実豪健→質実剛健、意心伝心→以心伝心

３．異句同音→異口同音、社交辞礼→社交辞令

４．時機尚早→時期尚早、生存競走→生存競争

５．共存共営→共存共栄、天衣無法→天衣無縫

〔№ 10〕 正答 ５

Ａ 製造物責任法(ＰＬ法)は、製品の欠陥により他人の生命・身体・財産を侵害したときは、被害者は製造者

の過失を証明しなくとも、製造業者はこれによって生じた損害を賠償しなければならないとしているが、

(製造物責任法第３条)同法４条において、製造業者等の免責事由が規定されており、いかなる場合でも免責

されないわけではない。

Ｂ 少年法において、少年を定義しているのは、20歳未満の者である(少年法第２条)。

Ｃ 国旗及び国歌に関する法律は第１条と第２条及び附則からなりたっているが、義務を課す規定はおかれて

いない。

Ｄ 正しい。情報公開法は、中央省庁の行政文書の原則公開を義務づける法律であるが、個人情報や、国の安

全保障などを含む６項目は不開示とされている。なお、法自体は、1999年５月に成立したが、施行は2001年

４月の予定。

〔№ 11〕 正答 ４

Ａは誤り。大統領選挙は４年ごとに間接選挙で実施される。上院は６年任期で２年ごとに定員の３分の１を

改選、下院は任期２年で、大統領任期の２年めに中間選挙として上院、下院の選挙が行なわれる。Ｃは誤り。

連邦最高裁判所判事の任命権は大統領が持つ。Ｆは誤り。連邦議会が送付した法案に大統領は拒否権を発動で

きる。しかし、議会が３分の２で再可決すると、法案は成立する。

－３－



〔№ 12〕 正答 ５

１．わが国では全企業数の約50％が株式会社、47％が有限会社である。

２．株式会社では、株主が経営を専門家にすべて委託するわけではない。株式を所有している経営者もいるこ

とを思い起こしてみること。

３．コングロマリットの説明ではなく、コンツェルンの説明である。コングロマリットとは、本来の業種とは

無関係な業種の企業を吸収合併し、多角的な経営を行なう巨大企業のこと。1960年代以降アメリカ合衆国な

どで多数誕生した。

４．第三セクター方式とは、公企業と民間企業が一緒に協力して公共的な事業を行なうこと。民間資金や効率

的な事業の運営を行なえることがその長所である。

〔№ 13〕 正答 ４

１．バブル崩壊後であっても、経済成長率はプラスであった。平成11年になってマイナス成長となる。

２．一般歳出でみて、約4.5％増の規模である。

３．デノミネーションとは通貨の呼称(円)をかえることをいう。

５．金融機関が破綻した場合の預金の払戻しは、1000万円を限度に行なわれる。また、実施は99年12月に2001

年４月実施予定を１年延期した。

〔№ 14〕 正答 ４

Ａ 砂漠化の主な原因は過放牧、過灌漑、森林破壊などで、人間が過大な収奪をしたときに、土地の生産能力

が失われ荒地化する。

Ｂ 正しい。熱帯林の減少は裸地化等により地表に堆積した有機物の分解が進み、大気中に二酸化炭素が放出

される。この二酸化炭素は太陽で暖められた地表から出る熱を吸収し、ためる働きがある。

Ｃ オゾン層破壊の主な原因は冷媒や断熱用の発泡剤、洗浄剤に使われているフロンの一種であるＣＦＣ(ク

ロロフルオロカーボン)等の物質が地表から大気中に放出されると、成層圏で分解し、塩素原子や臭素原子

を放出し、これが触媒となって連続的にオゾンを破壊する。

Ｄ 正しい。

〔№ 15〕 正答 ２

値上げする金額を１０ｘ[円]、値上げによる売上個数の減少を１０ｘ[個]とすると、利益ｙは、

ｙ＝(３００＋１０ｘ－２００)(５００－１０ｘ)

＝(１００＋１０ｘ)(５００－１０ｘ)

＝－１００(ｘ２－４０ｘ－５００)

＝－１００(ｘ－２０)２＋９００００

となり、ｘ＝２０のとき最大値９００００をとることがわかる。よって、

３００＋１０×２０＝５００[円]

で売ったとき、最大の利益９万円が得られる。

－４－



〔№ 16〕 正答 ３

ふもとの柱から頂上の柱までにかかるロープの長さをｘ[ｍ]とおくと、30°60°の直角三角形の比より、

√２： 3＝ｘ：4000

ｘ≒4,705.88[ｍ]

ロープウェイの速度と時間の関係のグラフは、進んだ距離を表しているから、運転開始してから１分後まで

に進んだ距離は、

１
２[m/s]×60[ｓ]× ＝60[ｍ]

２

となり、到着する１分前から到着までに進んだ距離も同じ値となる。

ここで、運転開始１分後から到着１分前までの時間をｙ[分]とおくと、ｙ分間に進んだ距離は図の長方形の

部分の面積で表されるから、

２[m/s]×60ｙ＝4705.88－120

ｙ＝38.22

全てにかかる時間は、開始後１分と到着前１分を加えて

40.22分≒40分13秒となる。

〔№ 17〕 正答 ２

質量数の大きい原子核の中には不安定で自然に放射線を放出して別の原子核に変わっていくものがある。こ

の現象を放射性崩壊という。放射性崩壊にはα線を出して崩壊するα崩壊と、β線を出して崩壊するβ崩壊が

ある。α崩壊において出るα粒子は２個の陽子と２個の中性子とから成るＨｅの原子核であるから、α粒子が

飛び出せば、陽子の数が２個減り、原子番号が２減り、質量数は４減る。
２２６Ｒa → ２２２Ｒn ＋ ４Ｈｅ８８ ８６ ２

α線のＨｅの原子核は電場において負極へ偏る。

〔№ 18〕 正答 ３

物体が自由落下するときの速度ｖは、時間をｔ、重力加速度をｇとすると、ｖ＝ｇｔであるから、アに入る

１
のはＡとなる。また、運動エネルギーＫは、速度をｖ、質量をｍとすると、Ｋ＝－ｍｖ２であるから、イに入

２

るのはＤとなる。また、ばねの伸びがｘの時の弾力性Ｆは、ばね定数をｋとすると、Ｆ＝ｋｘであり、弾性力

１
による位置エネルギーＵは、Ｕ＝－Ｆｘとなる。これは、グラフにおいて、底辺をｘ(＝ばねの伸び)、高さを

２

Ｆ(＝ばねの弾性力)とする三角形であるから、ウはＥとなる。よって、正しい組み合わせは選択肢３となる。

－５－



〔№ 19〕 正答 ４

地球の自転軸の方向は天球の極であり、軌道面上垂直な方向は、黄道の極である。それで地球の歳差運

動(首振りの円すい運動)によって、天の北極は黄道の北極の周りに小さな円を描きながら移動していくことに

なる。この円の半径は黄道傾角で、１周する周期は約26000年である。その結果、天の北極の近くに見られる

星はしだいに移り変わっていく。北極星(こぐま座アルファ星)は天の北極から１°ぐらいのところにあるが、

2100年ごろには0.5°たらずになって、最も北極に近づく。その後はしだいに遠ざかり、数百年ののちに北極

星と呼べなくなる。したがって、8000年後には「はくちょう座のデネブ」が、12000年後には「こと座のベガ」

が北極星になるといわれている。

〔№ 20〕 正答 １

図は酸素呼吸のしくみについてかかれたものである。酸素呼吸の過程は次の３段階にわけられる。

(ア) 解 糖 系 細胞質基質に存在する酵素によってブドウ糖がピルビン酸に分解される。２ＡＴ

Ｐ生成される。

(イ) クエン酸回路 ピルビン酸がミトコンドリアに入り、酵素の働きを受けて分解される。２ＡＴＰ

生成される。

(ウ) 電子伝達系 上の２つの過程で生じた水素原子は、ミトコンドリア内で酸素と結合し、水にな

る。３４ＡＴＰ生成される。

２．(イ)は酸素は利用していない。

３．(イ)は回路をなし、はじめにクエン酸を生じるのでクエン酸回路と呼ばれている。他に発見者の名前をと

ったクレブス回路、ＴＣＡ回路ともいう。オルニチン回路は肝臓の尿素を合成する機関である。

４．(ウ)のエネルギー生産効率は、３つの段階の中で１番高い。

５．この記述は(ア)に関するものである。

〔№ 21〕 正答 ２

Ａはツンドラ、Ｂは針葉樹林、Ｃは夏緑樹林、Ｄは照葉樹林、Ｅは熱帯多雨林、Ｆは砂漠、Ｇはステップ、

Ｈはサバンナ、Ｉは雨緑樹林に相当する。よって、選択肢１、４、５は誤り。選択肢３の照葉樹林は中国、雲

南省から福建省に限られるわけではないので誤り。よって、選択肢２が正解である。

〔№ 22〕 正答 ５

１．これは塩素の性質である。

２．水素より塩素やフッ素の方が原子量が大きいので、よって、分子量は大きくなる。

３．化学結合ではなく、共有結合である。

４．塩素は黄緑色、フッ素は淡黄色で、いずれも空気より重く、水溶液は酸性をしめす。

－６－



〔№ 23〕 正答 ３

〈大意〉

銀行強盗のラリーは12年の刑を受けて刑務所に収監された。彼はアルという囚人と一緒の監房になったが、

かれは親切で何かと囚人生活について教えてくれた。ある夜、突然「３４」という声がすると囚人がいっせい

に笑った。続いて「２７」「６３」と番号をいうたびに笑いがおこった。ラリーは何がおこっているのか不思

議に思い、アルに聞いてみた。アルは「ジョークを言っているんだよ。みんなここに長くいるから、ジョーク

をすべて覚えてしまって、ジョークに番号をつけたのさ。時間節約のためにジョークの番号だけを言っている

のさ。みんなジョークを思い出して笑っているのさ。」といった。「おもしろいね。やってもいいかい。」と

ラリーは言った。「やってみろよ。」アルが言うので、「２３」「４４」…と何度か言ってみたが、反応はな

かった。ラリーはアルになぜ笑わないのかを聞いてみた。「あるものはジョークの喋り方を知っているが、別

のものは知らないのさ。」とアルは答えた。

〔№ 24〕 正答 ２

〈大意〉

スウェーデンにおいて、酒類は国営酒店のみで買うことができる。唯一の酒屋チェーンである

Systembolaget は週末に店が閉まる。酒の値段も高いし、金曜日には長い列ができる。酒類への厳しい規制の

ため逆に密輸入や密造酒が増えている。Systembolaget は土曜日に店を開けることを試験的にはじめた。ＥＵ

委員会はSystembolaget に酒類の供給にこたえるようにもっと店を開けることを急がせている。

1995年にＥＵに加盟してから、ヨーロッパ連合内を旅行したときには、１ℓの蒸留酒、５ℓのワイン、15ℓ

のビールを持って帰れるようになった。他のヨーロッパの諸国の人々は、好きなだけ持ち込めた。７月輸入制

限は撤廃された。スウェーデン政府は、安い輸入酒があふれることをおそれて、例外措置として５年間自由化

を見送った。

１．店舗数が増加したとの記述はない。

３．政府の取り締まりの強化により密輸入や密造酒が増えた。

４．関税の引き下げの要請についての記述はない。

５．アルコール依存者が増加したという記述はない。

〔№ 26〕 正答 ４

本文中の重要部分は、第２段落「言いかえれば・・・・存在にすぎない」という部分である。

また、空欄後の「そのことは、同時に・・・・共時的な『私』」の部分をヒントに解いていく。

１．「個性をもちながらわい小な存在」という部分が本文の内容とは合致しない。

２．「言葉」が主題となっている選択肢であり、本文は言葉から「私」の存在をテーマにしているので不適。

３．「『私』とは唯一なもの」という部分が本文中のリケルの詩「ぼくはひとりだったためしはない」と矛盾

する。

５．「私」をあいまいなものとして記述しているが、本文は「私の」存在について明確にしているので不適で

ある。

４．「無限に複数の『私』の前に生きた」「『私』とともに生きている」が本文中の「通時的」「共時的」に

対応する。よって、正答となる。

－７－



〔№ 27〕 正答 ４

本文中第１段落から第３段落までをまとめた部分が、第４段落の「これが人間におけるロマンとリアルの関

係の原型である」に集約される。また、「これが」が示すのは第３段落の最後の部分「人間は……相対化すの

である」に当たる。

１．「文学や思想が無価値であり」という部分が本文と合致しない。

２．「リアル」についてだけ述べたものである。

３．逆に「ロマン」についてだけ記述してあるのでる。

５．本文の内容以上のことを記述してあり不適である。

〔№ 28〕 正答 ５

本文中の重要部分は、第２段落「まだ自分たちの言葉をほんとうにつくりだしていない」「とりわけ行為か

ら切り離して論じようとする」ところである。

したがって、選択肢１、２、４は、それぞれ「言葉を表現している」「マス媒体にその責任がある」「ロゴ

スとなりうる」という部分が本文の内容以上のことをいっているので合致しない。選択肢３は、「言葉がある

ところに行為が生じ」という部分が、本文の「はじめに行為ありも」と矛盾する。

〔№ 29〕 正答 ５

選択肢より、最初にくるのはＡかＣのどちらかであるが、Ａの場合、「このような悪影響」の部分が問題に

はない。よって、最初はＣとなる。

また、Ａの「悪影響」の部分は、Ｂ「ある種の妨げ……」にあたるので、Ｂ－Ａの並び方がわかる。よって、

正答は５となる。

〔№ 30〕 正答 １

文意から推測すると、「実務的な知識の力」である科学が世界を制覇し、計量しうるものと、検証しうるも

のが、価値あるものとされ、あいまいなもの、つまりは、その最たる教養主義が排除されていると述べている。

その事象として、世界情勢の激変とそれに伴い知識人が取り残される状況を示している。

空欄に、選択肢２の文章を入れると、教養主義と文意が二重になってしまうので、この場合、選択肢１の文

章を入れるのが妥当であろう。

〔№ 31〕 正答 ２

人の心は素直でないので、偽りがないとはいえない。しかし、自然と正直な人がいないと言えようか。自分

が素直でなく、人の賢いのを見て、うらやむのは世の常である。最も愚かな人がたまたま賢い人を見るとこれ

を憎む。「大きな利益を得るために小さな利益を受けない、偽りかざりたて、自分の名をあげようとしている

のだ」と悪口を言う。自分の心が「賢い人と違うのでこの非難をする人の正体は察せられる。この人は、きわ

めて愚かな人で、つける薬もない。偽りにもせよ、小利を理解することもできない。うえにも愚者のまねをし

てはならない。狂人のまねをして大通を走ったら、狂人である。悪人のまねといって人を殺せば、悪人である。

戦利の駿馬を見ならうのは、その仲間である。大聖舜を学ぶものはそのひとつである。偽って賢者を手本とす

るものは賢者というのである。

－８－



〔№ 32〕 正答 ２

条件ア、エより、Ａ、Ｊはそれぞれ２階の端になり、Ｂ、Ｃ、Ｆの位置もきまる。

Ｆ ３階

Ａ Ｂ Ｊ ２階

Ｃ １階 ※左右逆の場合も考えられる。

条件ウより、３つ横に並んだものが入るのは、３階のみである。

Ｇ Ｈ Ｋ Ｆ ３階

Ａ Ｂ Ｊ ２階

Ｃ １階 ※Ｇ、Ｋが逆の場合も考えられる。

条件イより、２つ並んだものが入るのは、１階のみである。

Ｇ Ｈ Ｋ Ｆ ３階

Ａ Ｂ Ｊ ２階

Ｅ Ｌ Ｃ １階

ＤとＩについては不明である。よって、全ての場合でいえるのは選択肢２だけである。

〔№ 33〕 正答 ３

次のような数直線で表して考えるとわかりやすい(図Ⅰ)。

〈図Ⅰ〉
９：50 ① ９：55 10：00 10：05 ② 10：10
︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱

条件アより、最後に到着した者は、10：07に来たことになるので、Ａ～Ｅの５人は９：52～10：07の間(図

の①～②の間)に到着したことがわかる。

次に条件イおよびウより、条件に登場する回数が多い、Ｂを中心に推理すると、ＢとＡの時間差が10分、Ｂ

とＥの時間差が13分、そして、ＡとＥの時間差が３分なので、Ｂ－Ａ－Ｅ、または、Ｅ－Ａ－Ｂの順であるこ

とがわかる。だが、条件エより、Ｂは２番目に到着するので、Ｅ－Ａ－Ｂであるはずはなく、Ｂ－Ａ－Ｅの順

と推理できる。……⑴

条件イおよびエより、Ｂ、Ｃ、Ｄの順序関係を推理すると、ＢとＣの時間差が６分、ＣとＤの時間差が８分

なので、Ｃ－Ｂ－Ｄ、または、Ｄ－Ｂ－Ｃの順と推理できる。……⑵

⑴、⑵より、５人の到着順はＣ－Ｂ－Ｄ－Ａ－Ｅ、もしくは、Ｄ－Ｂ－Ｃ－Ａ－Ｅとなる。仮に、Ｃ－Ｂ－

Ｄ－Ａ－Ｅの順と考えると、10：00に到着したのはＤとなるが、これではＡおよびＥが図Ⅰの①～②の間にあ

てはまらないので、条件アに反することになる(図Ⅱ)。

〈図Ⅱ〉
９：50 ① ９：55 10：00 10：05 ② 10：10
︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱

Ｃ Ｂ Ｄ Ａ Ｅ

よって、Ｄ－Ｂ－Ｃ－Ａ－Ｅの順で、数直線にあてはめていくと①～②におさまり(図Ⅲ)、条件を満たす

ことになる。よって、10：00に到着したのはＣとなる。

〈図Ⅲ〉
９：50 ① ９：55 10：00 10：05 ② 10：10
︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱

Ｄ Ｂ Ｃ Ａ Ｅ

－９－



〔№ 34〕 正答 ４

男子を□、女子を○と表して、並んでいる順を図にすると次の２種類が考えられる。

□－○－□－○－□－○ ○－□－○－□－○－□

条件ウより、Ｂは端であるから、

Ｂ－○－□－○－□－○ ○－□－○－□－○－Ｂ

条件アより、Ａ、Ｆの入る位置は、

Ｂ－○－Ａ－○－□－Ｆ Ｆ－□－○－Ａ－○－Ｂ

Ｂ－Ｆ－□－○－Ａ－○ ○－Ａ－○－□－Ｆ－Ｂ

さらに、条件エより、Ｃ、Ｅは

Ｂ－○－Ａ－Ｅ－Ｃ－Ｆ Ｆ－Ｃ－Ｅ－Ａ－○－Ｂ

Ｂ－Ｆ－Ｃ－Ｅ－Ａ－○ ○－Ａ－Ｅ－Ｃ－Ｆ－Ｂ

最後に条件イより、Ｄの位置は、

Ｂ－Ｄ－Ａ－Ｅ－Ｃ－Ｆ Ｆ－Ｃ－Ｅ－Ａ－Ｄ－Ｂ

Ｂ－Ｆ－Ｃ－Ｅ－Ａ－Ｄ Ｄ－Ａ－Ｅ－Ｃ－Ｆ－Ｂ

よって、いずれの場合でもＥはＡとＣの間にいることになる。

〔№ 35〕 正答 ３

まず、Ａは全試合終了しており、ＢとＥが全勝であることがわかっているのであるから、表Ⅰのようになる。

次に、ＢもＥも全勝であり、引き分けはないのであるから、Ｂ・Ｅの対戦はなく、また、Ｂは３勝以上して

いるのであるから、他の試合はすべて勝っていることになる。結果、ＤはＢに負けたことになるが、条件ｄよ

りＤは２敗以上していることは考えられないので、Ｄの他の試合は勝っていることになる。しかし、Ｅは全勝

とわかっているので、ＤがＥに負けたはあり得ず、また、ＥがＤに負けたもあり得ない。すなわち、ＤとＥは

対戦していることはありえないことがわかる。よって、対戦していないのは、Ｂ対ＥとＤ対Ｅの２試合である。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 勝－敗 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 勝－敗

Ａ × × １－３ Ａ × × １－３

Ｂ ○ －０ Ｂ ○ ○ ○ ＝ －０

Ｃ － Ｃ × －３

Ｄ － Ｄ × ＝ －

Ｅ ○ －０ Ｅ ○ ＝ ＝ －０

表 Ⅰ 表 Ⅱ

〔№ 36〕 正答 ５

問題文より、Ａ～Ｄの車は、各方向から一台ずつ進入し、各方位へ一台ずつ抜けていったのであるから、条

件より、Ｂは西から進入して南へ抜けたことがわかる。また、Ｃが南から進入すると、西へＡとＣが抜けるこ

とになり、題意に反する。そのため、Ｃは北から進入したことになり、東へ抜けたと推理できる。残るＤは、

南から進入し、北へ抜けるほかはなく、よって、Ｄは交差点で直進することになる。

－１０－



〔№ 37〕 正答 １ 〈H.12国Ⅲ〉

Ｋの下の底辺を正三角形の底辺とし、それが折り重ねた正三角形のどの辺にあるかをまず考えると、次の図

のようになる。

図のように斜線部分の正三角形に重ねたときのＫの底辺は○印となるので、Ｋは右下向きとなる。

次に、Ｋが裏か表かを考えるが、これは１回折るごとに表→裏、裏→表となるので、折る順に表と裏を書き

込んでいけばよい。

よって、Ｋは表で、右下向きが正しい解答となる。

〔№ 38〕 正答 ３

直角二等辺三角形の辺の比から、

ＡＢ＝２㎝

同様に

ＡＣ＝２㎝

ＡＤ＝１㎝

ＤＥ＝１㎝

回転によって、できあがる立体は図のように、半径２㎝、高さ２㎝の円錐を上下に組合せ、半径１㎝、高さ

１㎝の円錐２つ分をくりぬいたものである。よって、求める体積は、

１ １
ｖ＝２× π×２２×２－２・ π×１２×１

３ ３

１６ ２
＝ π－ π
３ ３

１４
＝ π㎝
３

－１１－

○

○

○

○

表

裏裏

表表



〔№ 39〕 正答 ５

Ａ、Ｂ、Ｃ道路は互いに２地点で交差しているが、これを図Ⅰのように交差地点がすべてＸ市内にとってし

まうと、分割される区画はすでに７つとなり、Ｄ道路が加わると８区画以上になってしまうことがわかる。こ

れを解消するには、図Ⅱのように１つの交差地点を環状道路上にせざるをえない。ここに、条件どうりにＤ道

路を加えようとすると、Ａ、Ｂ、Ｃ道路の交差点のうち、環状道路と交差していない交差点とＤ道路を交差さ

せなければならない。例えば、図Ⅲのようになる。これで、市内は８区画に分割されており、条件文どうりと

なるが、Ｄをのぞき、Ａ、Ｂ、Ｃの道路は３本の道路のどれにしてもよい。これより、選択肢を検証していく

と、選択肢５以外には正答はありえない。

Ｄ

図 Ⅰ 図 Ⅱ 図 Ⅲ

〔№ 40〕 正答 ３

１ヵ月の通話時間をｘとおく。１分および３分の通話回数をｙとおくと、２分の通話回数は２ｙとなる。こ

れより、通話時間ｘは、

ｘ＝ｙ＋２×２ｙ＋３ｙ

＝８ｙ …… ①

また、プランＡ＜プランＢより、

３０ｙ＋４５×２ｙ＋６０ｙ＋２０００＜３０ｘ＋１５００

これを整理して、

３０ｘ－１８０ｙ＞５００ …… ②

①式を②式に代入すると、

３０×８ｙ－１８０ｙ＞５００

６０ｙ＞５００

ｙ＞８.３３…

ｙは整数でなければならないから、ｙ＝９となる。

これを①式に代入して、ｘ＝７２

よって、プランＡのほうがプランＢより安くなるのは１ヵ月の通話時間が７２分以上のときである。

－１２－



〔№ 41〕 正答 ４

まず、分母の「買い物客が５つの数を選ぶ場合の数」は３１枚のカードから５枚を選ぶ組合せとなるので、

３１×３０×２９×２８×２７
３１Ｃ５＝

５×４×３×２×１

となる。これは、最初の１枚の選び方は３１通り、２枚目は１枚目を選んだ残りから１枚を選ぶので３０通り、

以下、２９通り、２８通り、２７通りであり、最初の３１通りに対して２枚目は３０通りであるから、

３１×３０×２９×２８×２７

となる。しかし、これには最初に１のカード、次に２のカードと選んだ場合と、最初に２のカード、次に１の

カードと選んだ場合は別の場合として数えられている。実際にはこれらの場合は同じものとして数えなければ

ならないので、この選び方の場合の数が何通りあるかというと、

５×４×３×２×１

通りとなる。よって、これで全体の場合の数を割ったものが３１枚のカードから５枚を選ぶ組合せとなる。

よって、「ア」に入るのは「Ｂ」となる。

次に、「４つの数が一致する場合」は、まず、自分の選んだ４つの数が一致する場合の数は、

５×４×３×２×１
５Ｃ４＝ ＝５

４×３×２×１

であるが、残りの１枚は一致しない場合であるので、それは２６通りである。

よって、「５枚のうち４枚が一致する場合の数」は

５×２６＝１３０

となる。

よって、「イ」に入るのは「Ｅ」となる。

〔№ 42〕 正答 ２

三角形の３つの頂点のうち、２つの頂点は赤、青、緑になるのだから、その選び方は、赤と青、青と緑、緑

と赤の３パターンとなる。例えば、赤色の面３点と青色の面３点の選び方は３×３＝９通りとなるので、全て

のパターンの場合の数は９×３＝２７通りとなる。

一方、黒色の頂点の選び方は、３点×５面＝１５通りとなるので、求める答えは

２７×１５＝４０５

となる。

〔№ 43〕 正答 ２

４５％水溶液６００ｇには、アルコールが２７０ｇ入っていることから、元々の１００％アルコールは

２７０ｇだったことがわかる。また、最終的に出来上がる５５％水溶液１０００ｇには、５５０ｇのアルコー

ルが含まれる。

つまり、５５０－２７０＝２８０[ｇ]

差の２８０ｇが８７.５％水溶液によって加えられた分であるから、加えた水溶液の量は、

２８０
×１００＝８７.５

ｘ

２８０×１００
ｘ＝ ＝３２０[ｇ]

８７.５

－１３－



〔№ 44〕 正答 ２

このグラフは、転出率と転入率のグラフであるが、いずれも割合のグラフであるので、実数がいくつとなる

かはわからない。しかし、対前年増加率は、(転入率÷転出率)で計算することができる。なお、グラフの斜線

が人口動態について転出率と転入率が均衡し、動きが０となる場合であり、このラインよりも右にあるときは、

対前年人口増加率が大きく、左にあるときは小さいと読めばよい。

１．人口の対前年増加率の計算は、(転入率÷転出率)で計算できる。よって、転入率が大きく、転出率が小さ

い都市が対前年増加率が大きくなるので、Ｃ都市が最も大きい。

２．Ｂ市の人口増加率は、平成７年では斜線上なので０となっているのに対して、昭和40年では転入率が大き

いので、対前年増加率も昭和40年のほうが大きいことがわかる。

３・４．このグラフからは実数値はわからない。

５．少なくともＡ、Ｆの２都市は人口が減少しており、このグラフからは実数値がわからないので、総人口が

前年よりも増加しているかどうかは不明である。

〔№ 45〕 正答 ５

１．１年間の合計が表中の数字なので、「増加し続けた」かどうかは不明である。

２．1970年と80年の２年だけのデータなので、「毎年前年比30％の割合で増加した」とはいえない。

３．確かに減少はしているが、その要因が「バブル経済崩壊の影響」かどうかは確実にいえない。

４．就業者数は指数なので、一人あたりの広告費の比較は不可能である。

５．新聞の就業者数

１５４
＝１.３７[倍]

１１２

テレビの就業者数

１４１
＝１.２１[倍]

１１６

となり、どちらも１.２倍を超えている。

－１４－




